
   感謝の人生 

 

このたび思いがけず県民栄誉賞を受賞するという光栄をいただきました。受賞

理由は、「若山牧水賞」を創設し、同賞の発展に運営委員・選考委員として尽力し

た功績並びに幅広く短歌を県民に親しむ機会を創出した功績でした。自分が短歌

を好きで、他の人にも短歌を詠んでほしいという個人の気持ちで行ってきたこと

に対しての受賞は恐縮ですが、短歌を愛する県民の一人として有難く受賞させて

いただきました。関係の皆様、知人、友人に心からお礼申し上げます。 

 私の文学への関心と情熱は、宮崎大宮高校の二年生のときからです。他の友人た

ちと同様に私も青春の悩みを抱きました。その悩みが文学に向かわせました。漱

石、龍之介、実篤、直哉、武郎などの近代の小説、太宰治などもよく読みました。 

そして、倉田百三の戯曲と評論から哲学への関心も生じ、大学は早稲田大学の哲学

科に進学しました。当時の大宮は、自由に思索するのにふさわしい雰囲気があり、

今でも自分の文学の出発だったと思います。 

 ただ、短歌や現代史に親しんだのは大学に入ってからです。自分が短歌を始める

前から牧水や白秋は読んでいました。やがて友人の勧めで自分も短歌を始め、早稲

田短歌会に入部しました。その時の友人や先輩とは今でも付き合っています。歌を

詠むのは孤独な営為です。だからこそ、歌を語りあう仲間が大切だと思います。 

 「第六歌集」海号（うみごう）の歌で読売文学賞を受賞するという僥倖に浴しま

した。日ごろ敬愛していた大江健三郎氏から推薦と講評の言葉をいただいたのは

生涯の忘れられない思い出です。 

母校の大宮に幾度か講演に行かせてもらいましたが、いつの頼もしい後輩たち

の姿に元気をもらいます。先日もそうでした。 

 

 大宮という母校よりたまいたる養分は 

             一生尽きることなし   一彦 

 

 今の私の想いを詠んだ一首です。 

 弦月同窓会の皆様、どうぞお元気で。 

 

 

 

 

 



伊藤一彦氏の経歴 

 

昭和１８年  宮崎市橘通に生まれる 

昭和３４年  宮崎大宮高校入学 

昭和３７年  早稲田大学第一文学部入学 

昭和４１年～ 卒業後帰郷し、県立高校教諭、宮崎看護大学教授等を勤める 

平成 ８年  読売文学賞を受賞 

令和 ７年  県民栄誉賞受賞 

現在     若山牧水記念文学館 館長 

宮崎県立図書館 名誉館長 

       短歌誌「心の花」会員 

       著作、受賞歴多数 

 


